
実践報告

俳句により言語生活を豊かに
~表現と鑑賞の一体化をめざして~

To make language life enrich by HAIKu study

~ Trying to combine expression and appredation ~

要

2学年の時から、 3学年の夏までのおよそ 1年半かけて、俳句学習に取り組んできた。まずたくさ

んの句を読んで親しむことからスタートし、右X乍りゃ句会を逓して表現と鑑賞の両面からアプローチ

することや、句会での交流を通して鑑賞や表現を深めることなど、体験や活動を通して俳句に接する

ことを埀視してきた取り組みである。本稿は、その俳句学習の染大成として、伝えたいことを伝える

ために俳句を活用するといった目的意識を明確にした単元咋非句に託したメッセージを贈ろう」を中

心にその実践をふり返ってみたものである。俳句という嶺文を文章に活用することにより、,思いを伝

えることの広がりと深さを認瓢ミしたり、俳句そのものの持つ力をより明確に感じられたことが、生徒

たちの作品や学習後の感想から認められた。これが、単に授業の中で終わるのでなく、今後の庁常も

含めた君語生活の中で生かされていくことも願うものである。

キーワードエ非句・鍔認1・表現,交流・伝える・目的意帯却

俳句によ1卜詣語生活を豊かに

現代社会、特に都市部で生活している生徒たちには、日常の中で日本本来の風士や季節感を感じる

機会が減少し、必然的にそうしたものに裏付けされた言葉に対する感覚も乏しくな0てきている。

昔前であれば、誰に教えられたというわけでもなく、当然知0ているような植物や自然現象に1殉する

言葉がビンとこない、解することができないということが珍Lくない。同時にメール等での簡単な菁

葉のやり取りが日常化してぃる中で、言菜は記号に近い単なる「ツール」という、表面的なところで

扱われている傾向もみられる。

言藥とは風土や伝統に裏付けされた文化であるということを考えたとき、もクと深いところで言葉

を考えたり、日本特有の四季折々の風士ということを言葉を通して見つめること、それによって盲語

生活を豊かなものにしていくことが、今の中学生にと0て必要でないだろうか。以前のように家庭や

地域で自然とそうした言簗の感覚が身につくという環境でなくなってきている今、より一屡学校で意

図的にそれを培0ていや必要もあるだろう。

そして、「風士や伝統に喪付けされた」言菜や「四季折々の風士」ということを考えたとき、季詔

を含む 17文字に染約されたΠ非句」の持つ力を活用して、それを生徒農身の言需吾生活の中に粘極的

に取り込んでぃくことの意共が大きいと考えた。この取嘴乳みは、単、なる俳句の鑑賞でなく、創作し

たり、表現の手段として使ったりすることで、言葉感覚の幅と奥行きを広げ、言語生活に活かして

いくことを試みたものである。また、世界的には短い詩のーつとして紹介され、広く知られている

HAIKU であるのに、ややもすると、日本の中学生にとって「古くさいもの」というイメージでとら

国語科市川千恵美

はじめに
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えられがちである。そうしたイメージを払拭し、生徒たちが自国の伝統詩歌の価値を見いだしたり、

俳句が「生きた」有効な表現方法であることに、気づかせたりすることも目指した。

1.目的

教チ平書に掲載されている教材や単元にとらわれず、鑑賞と表現の一体化と言語活動を豊かなものに

していくための側ゾ司の授業を目指し、以下のような目的で取り組んだ。

(1)俳句という古典・の韻文学の持つ素晴らしさに1貫れ親しむことを通して、日本語の言莱の製

にある力や感性を体感し、言語感覚を鍛え、豊かにする。

(2)句作りと句会を通して表現と鑑賞の両面から取り組むことで、それぞれの力を相乗的に高

める。

(3)俳句を引用した手紙文を沓き、思いを伝える表現手段として活用し、言語生活をより豊か

なものにする。

Ⅱ目的・方法

2 方法と実践の経過

2年時から以下のような形で取り組みを開始した。

(1) 2012年(平成 24 )の 4 河~ 2013年(平成 2 励の 3 河(2年時)

①俳句に親しむ 俳句のルール・文学としての特徴を知る。

俳句手帳を配布(基本的な季語収録し作った句を記入するた

めのもの)

歳時記の紹介

②俳句を味わう たくさんの句を読む(40句)

好きな句を選んでコメント付け、俳句のミニブックをつく

る。

③俳句を作り鑑賀し合う・それぞれの季節の句をつくる。く年4回)

*1句会を春と秋に開く。(2 回)

選んだ句について意見を交換し合う。

松) 2013年(平成2 5)の4 河~ 7月 B年時)

①俳句を作り鑑賞し合う
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②俳句に託したメッセージを贈る

1.本単元 H非句に託したメッセージを贈ろう」の実施までの生徒たちの実態

対象となる生徒たちは、授業者が3年湖国語を担当してきた生徒たちであり、上記のⅡの2にある

4.月の修学旅行での句を作る。

句会を開く

白分の思いに合う俳句をさがす。

俳句を引用した手紙を習弌。

Ⅲ単元の構想



ように 2年時から、*2俳句のミニブックを作ったり、通年で句作りと「*3句会」を行ったりするな

ど俳句学習に取り組んできている。 3年時では、"修学旅行の「句作り・句会」を行うことで継続

された。こうした鑑賞老・表現者の両而から繰り返し取り組んできた学習を通して、生徒たちは伝統

的な罷文学に殴れ親しみ、その良さを理解する力を培ってきている。また、交流の場でもある句会で

は、互いの作品の良さを認め合う力も身に着けてきている。 2年1珍において 2 回、 3年1時で 1回、合

副3回行った句会は、初回は教師が進行する形で行0たが、 2回目は生徒による進行、 3回日は6~

7人の小グループでケラス金体で投句されたものについて句会を行い、そのグループでーついいもの

を選として選ぶというように、ステップを踏んで、最後の「俳句に託したメッセージ」でグループで

の鑑賞会にっながるように進めた。表現意欲の旺盛な生徒達が、俳句を使った明硫な相手・目的意識

のある表現活動に生き生きと取り組むことや、鑑賞会での交流が、鑑賞や表現に対しての深まりゃ広

がりとなることを捌待し、3年時の最後の俳句に関する活動として2以下で示す「俳句に託したメツ

セージを贈ろう」を試みた。

伝えたい人に、伝えたい恕、いを伝えるための適切な俳句を選び出し、鑑賞する。ねらい2

俳句に託して伝えたい相手に周ル功ゞ伝わるようなメッセージ(手紙)を轡き、

市召介し、交1鳶し合う。

"旨導要領との関述:3年C ( D オ・ B (1)エ・ア伝統的な言語文化に関する取項(イ)】

本単元は、俳句(近代)に託し、伝えたい相乎にメッセージとしての文章を誓き、贈るというもの

である。ここでの俳句の引用は表現の方法であり、メッセージとしての文章は単に俳句の鑑賞にとど

まらず、どのようなことを伝えたいのか、なぜこの句を贈るのかといった自身の伝えたい思いである。

日的意諾卸相千意識を明確にして D没く」ことの必要性を実感して活動できるものとなっている。鑑

賞者・表現者としての両方の力を必要とする学習の場を設定することで、その両方の力を相乗的に局

めてぃくことが川H寺されるものである。さらに、「他者の俳句に託す」ことで、自分自身の思いを抵

抗なく、より素直に表現Lやすくなっているのではないかとも考えられる。

また賠りたい相手にふさわしい句を避ぶ段階で、自分の恩いや伝えたい相手に適切なものかを考え

判断するという河復切が、生徒たちには自ずと思ぢする力を駆使し「探求の楽しさ1 につなが0ていく

と考えられる。同様にメッセージとしての手紙を轡《際にも、相手に思いを伝えるという川杯崔な目的

のために、工夫して沓K こと(表現すること)や、互いの作品を紹介し合う1祭に、作品の思いや表現

、.'

、ー"

-39-

句会の1*1

俳句により言轟・生活を豊かに
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の仕方を意識なしながら鑑賞し、鑑賞されるといった交流の場が「探究の楽しさ」を駆動してぃく場

の提供ともなっている。

さらに、本校の3年生は帰風生がそれぞれのクラスに数名ずついるので、削、下のようなことを岩脂

した授業づくりを行った。

まず目的意識・相手意識を明硫にもって鑑賞し、表現する活動そのものが、学習への意欲的な取り

組みにつながることが期待できる。また、生徒自身が句から全てを郵H乍するのでなく、向分の悪いに

'、さわしい俳人の句を使うということで取り組みに対するハードルが少し低くなっている。俳句を選

ぶという活動では、選ぶ対象として教師の方で中学生が共感しゃすそうな俳句の一覧表や、句を解釈

する上で理解しゃすい資料・を用意するという点を配慮した。同時に、補助の教員に援助が必要と思わ

れる帰国生については常に手助けができるようサポートしてもらってぃる。本単元に入るまでにも、

1年時には学級通信で時節にあった俳句を英語訳っきで掲載したり、 2年時の最初の俳句を扱う授業

で、'世界で作られているHA IKUとして紹介したりと帰国生がこの伝統詩歌に興味関心をいだくよ

う段階的に取り組んできた。

3.単元の学習展開(全3時問)

第一時:!噌りたい相手、伝えたい忠いにふさわしい俳句を選ぶ。

第二時;俳句に託したメッセージく手紙)を智K 。

第三時:作品を紹介し合い、他の人の作品を鑑賞しよう。

第四時:まとめ(ふり返りと手紙を送るための清脊)

1.第一時:贈りたい相手、伝えたい思いにふさわしい俳句を選ぶ

予想していた別、上に、主体的に学習に取り組み、楽しんでこの学習に悔んでぃる生徒たちの様子が

見られた。資料3でこの単元学習の活動内容を硴認し、句を選ぶ作業に入ったが、句を選ぶ段階から

あれこれ句とにらめっこして、自分の意に合うものや伝えたい恕、いに合うものを懸命に探す姿は、ま

さに探求している学習者の姿であった。自分の思いに合う句を見っけるのは大変なようで、教師のと

ころに質問に来たり、相談に来たりする生徒もいたが、どの子も投げ出すことなくよく取り組んでぃ

た。司書の先生の協力により、俳句の鑑賞の参考になる様力な本を1クラスで十分に使えるぐらいの

量がそろっていたので、生徒たちが、句を探す作業に大いに活用できた。教師が選句する俳句の候補

としてそれぞれの季節から選んだ句を「季節の俳句一覧」としてプリント(資料1)にして配布して

いたが、それだけでは満足いかなかったようで、金体の3分の 1くらいの生徒がそれ以外の資料から

自分の思いに合うものを見っけてきていた。この時間に、伝えたい人・伝えたい思い・選んだ句にっ

いては、資料4のワークシートに記入し、これをもとに、次の時問に文章を宵いてぃくことになる。

Ⅳ 実践報告

2.第二時;俳句に託したメッセージ(手紙)を書く。

引用した句に、陶分の恩、いを伝える文章を齊くというスタイルは、生徒にとって未経'験なことであ

るため、文章の構成や枠組みとなるもの(資料5)や、教師が用意したいくっかの文章のサンプル(資

料2)を配布し、生徒が宵き始めるための準備を整えた。生徒たちは、実際沓き始めると、句を選ぶ
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段階よりスムーズで集中して脊いていた。伝えたいものと伝えたい人が渉師雀であり、霄く日的意識が

は0きりとしているためであろう。また、俳句を選んだ理由や、俳句と内分の思いへとつなげる発想

が柔軟でユニークであることも際象的であった。そこに、俳句という嶺文学の鑑賞の幅の広さと奥行

きとを改めて感じたりもした。

3.第三時:作品を紹介し合い、他の人の作品を鑑賞しよう。

それぞれが腎き上げナd非句に託したメッセージ(手紙文)を4 人ずつの小グループで鑑賞し合い、

意見を交換した上で、それぞれのグループでケラス金体にぜひ読んでもらいたいべスト1を決めて、

それをクラス全体で共有する活動である。この際、鑑賞と話し合いが効来的に進むように、進行役を

各グループで決めて、進行役に細かし斗旨示をぢ・えた(資料8)。そして、他の人の作品を観賞すると

きは、批評ではなく、共感者という立場を前提とし、次の三つの観点を中心に考えるように促した。

①選んだ俳句と伝えたい思いがぴったり。

②俳句の鑑賞の視点(心ひかれた言葉を中心に)

②文章の部分の伝えたい思いがよく表現されている。

グループでの鑑賞では、作品を発衷している方も聞いている方も互いに懸命な様子がうかがえた。資

料7のグループのメンバーそれぞれが沓《一言コメントもそうした生徒の姿が表れていた。自分がー

生懸命書いた作品であれば他の人の作品もまた、自ずと尊重し耳を傾けたくなるのかもしれないし、

少人数のグループであることが互いの抵抗をなくしているのかもしれない。感想や意見交換も活発に

行われていた。

最後にグループで選んだ作品と、その理由を商単にまとめて(資料6)クラス全体に発表した。発

表の後は、別の冠Uこ?青浴し、実際に伝えたい人に送ることと、単元の学習の感想を沓K ことでまとめ

とした。生徒の伝えたい相手は、友人、親戚、お世話になった人、半年後の向分白身へなど様々であっ

たが、家族に対してというのが意夕Hこ多かった。普段ちょっと照れくさくて伝えられない気持ちをこ

うした形で「手紙で伝える」方法をとることにより、抵抗感が薄らいだのかもしれない。

俳句により旨語"セ活を豊かに

4.帰国生の姿

帰鬨生の中には、すんなりとこの活動に入っていける子もいるが、やはりこうした伝統的詩歌につ

いては、苦乎意識を持つ子もいて、補皿力の先生から伝えたい誓、いについてのやりとりをしてもらった

り、気持ちにあいそうな俳句の候補を挙げてもらうなどのサポートを得る中で、本人としても満足の

いく作品に仕上.がったようだ。

在外歴も長く、入学当初日本語の力も弱か0た一人の帰国生の作吊.(生徒の作品2 ・完成した俳句

手紙1)は、グループでの鑑賞会で、他のメンバーからの「是非クラスのみんなにも聞いてほしい」

という思いからグループの代表に選ぱれた。その生徒の単元を終えての感想と同じグループの生徒た

ちが轡いたコメントの記載されたものを紹介しておく。この帰倒生の思いとそれに応じる周りの生徒

たちの思いは、国語の授業を超えた心のつながりを感じさせてくれるものであろう。
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【作品についてのグループのコメント】

・この句の勞ましぐ女ι'、,忽bを疹扉でオブラーβに包ιだ父づに癌幸ど詰ブ、。Ⅸ七戚ι癌易謝,ゞιtら鼎

ぐ五〒カク丈ブ、。

ι斑のメンバーA/

・句に気芽右がして邑込めら六てbるこι宏毎ξどた。厄易謝の忽ιψリ倉い史,癖や鳶ましー'がに痔チに

伝力る献ずでけ、。伊iのメンバー三ノ

,4尻まιbづ彰語から癒斗リ陀,癖の気芽ちが冶牟どら力黛ιた。左宏立って免を飽っめて、b都よづ女ご

の勿ぱ,のあ立たの気1ヂ右をよぐ表ιて、b瓢ι,忽い丈す。向とづで白肘を飽っめでか元献'つてぐ

ださ'b イ躍の〆ンバーC/

討吊国生店身の学習を終えての感想、】

クラXのみι女が箔表ιた述のぽ、金部目分§身の蕪井ちの表理の女方がして西ιチだι忽b丈ι

た。劉述らクιぞの疫現かyどチにできた6ι鼎かったし,忽い黛ず。が丸t'ス 1レーβに1ひ'かた分忽

の氣井ちι感膨ゾの気芽ちが広力るし,忽いました。丈たみι立のメッをージ卦心慶寓る色のぱオψで

した。々獄み肘にご力宏亦ぐこしで才て萇かクtでサ。ιt"英ιかったで寸。
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な
こ
と
す
ら
も
、
そ
れ
は
青
署
の
一
ペ
ー
ジ
の
証
で
寸
。

今
脅
春
ま
っ
た
だ
中
の
あ
な
た
に
、
こ
の
雲
の
よ
う
に
ど
ぅ
い
う
と
き
に
も
、
失
敗
を
恐
れ
ず
思
い
切
り
、
自
由
に

伸
び
や
か
に
生
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
、
こ
の
一
句
を
贈
り
ま
す
。

【資料】

資料1(第 1時)

俳句により詣語"ゴ円を豊かに
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資料2(第 2時)



三
年
鬮
語
(

}
組
(

)
番
氏
名
(

俳
句
に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ろ
う

.
鰭
り
た
い
人
へ
の
伝
え
た
い
思
い
に
び
0
た
り
の
句
岩
趣
ん
で
手
粧
を
醤
き
、
メ
ウ
セ
ー
ジ
と
し
て
鯛
ろ
う
。

、
チ
習
の
世
め

第
一
時
一
贈
り
た
い
相
手
、
伝
え
た
い
思
い
に
ふ
さ
わ
し
い
俳
句
を
選
ぽ
う

単
元
の
学
習
活
勵
に
つ
い
て
の
説
朋
。

1

俳
句
手
紙
の
モ
デ
ル
文
を
見
る
、

準
備
し
た
麹
書
資
料
を
住
う
。

*
還
ぷ
儒
・
'
「
近
代
忰
句
」
扉
則
(
明
治
以
降
の
も
の
〕

資
料
と
し
て
用
慧
L
た
も
の
の
中
か
ら
選
ぷ
こ
と
を
基
本
と
寸
る
が
、

モ
れ
以
外
の
も
の
で
も
良
い
。

学
習
の
て
び
き
2
 
三
抹
一
〕
岨
〔
〕
需
正
名

俳
句
に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ろ
う

●
胎
り
た
い
人
へ
の
伝
え
た
い
思
い
に
び
っ
た
り
の
句
靈
ん
で
文
章
(
平
嬰
に
し
、
メ
ツ
セ
ー
ジ
と
し
て

舶
ろ
う
、

第
二
時
一
岩
に
つ
い
て
の
鎧
貧
と
伝
え
た
い
思
い
を
ま
と
め
て
、
メ
ツ
セ
ー
ジ
寺
妥
こ
う

3
 
選
ん
だ
一
句
を
詳
細
に
霊
貫
し
ま
と
め
る
。

俳
句
・
作
者
名

畢
語
・
畢
節

心
ひ
か
れ
た
貴
系
に
つ
い
て

鑑
盆

(
句
の
情
畳
や
意
味
寸
る
と
こ
ろ
。
込
め
ら
れ
た
思
い
な
ど
)

4
 
俳
句
手
紙
を
密
く
。

3
の
句
の
蛙
賞
を
も
と
に
、
伝
え
た
い
思
い
や
句
を
退
ん
だ
理
由
を

加
え
て
文
章
に
ま
と
め
る
。

.
俳
句
は
、
必
ず
資
料
で
解
玖
な
ど
を
き
ち
ん
と
調
ぺ
る
こ
と
。

2
 
0
 
資
料
キ
L
価
っ
て
句
を
選
ぶ
,
告
賞
す
る

b
 
陥
り
た
い
人
,
伝
え
た
い
思
い
を
考
え
て
決
め
る
,

学
晋
の
世
め
方
の
4
 
俳
句
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
を
啓
く
.

0
学
習
の
て
び
き
ー
の
①
ア
.
ウ
.
工
と
③
に
ま
と
め
た
こ
と
を
も
と
に
、
つ
な
ぎ
や
既
番
モ
上
手
く
考
え
て

俳
句
エ
ッ
セ
イ
の
T
癖
き
を
し
よ
う
.

゛
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
戈
章
に
入
れ
る
ぺ
き
こ
士
{
1
1
5
の
硬
素
の
甥
摘
は
と
わ
な
い
の
で
、
交
わ
っ
て
も
司
】

紺
り
た
い
一
句
・
作
者

之
句
の
意
味
や
情
最
.
笈
劣
の
黒
い
な
ゼ
「
1
い
ヨ
こ
と
事
詠
ん
だ
も
の
〔
と
い
う
煮
監
で
す
。
、

3
 
心
ひ
か
れ
た
言
棄
に
つ
い
て
〔
込
め
ら
れ
た
思
い
'
自
分
の
考
え
な
ど
}

「
仁
1
と
い
う
意
既
が
込
め
ら
れ
て
い
享
す
.
」

ー
ニ
の
観
点
串
心
に
価
冨
L
、
意
見
言
L
合
お
う

Φ
遭
ん
だ
栃
ι
伝
え
た
い
思
い
が
び
弓
た
町
.
 
E
二
が
一
響
魚
撃

「
,
え
う
ん
女
る
旺
E
,
わ
か
る
わ
か
る
」

●
仙
句
の
盤
質
の
襲
宅
ひ
か
れ
た
貫
萎
中
心
に
〕

一
モ
、
コ
い
、
コ
榊
点
も
島
る
の
か
」
文
、
哉
い
!
糸
い
、
ユ
ニ
ー
0
ご

卯
立
窒
の
部
身
の
丘
え
た
い
思
い
が
よ
く
当
脱
さ
れ
て
い
る
.

第
三
時
・
俳
句
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
総
介
し
合
い
、
搭
賞
L
よ
う

学
電
班
で
作
品
を
認
介
し
合
い
感
恕
を
述
ぺ
あ
う
。

ク
ラ
ス
全
体
で
作
品
を
紹
書
含
い
、
胎
ら
れ
て
匪
勤
す
る
俳
句

手
紙
に
つ
い
て
考
え
る
。

4
 
伝
え
た
い
懲
い
や
逗
ん
だ
理
由

「
1
い
う
気
詩
ち
で
颪
っ
て
・
理
曲
で
宅
だ
ご

5
 
任
え
た
い
相
チ
へ
の
一
又
「
1
 
一
伝
え
た
い
扣
手
〕
な
あ
な
た
に
,
こ
の
一
句
を
啓
ま
す
.
」

俳
句
メ
ッ
セ
ー
ジ
下
蜜
き
{
1
S
5
の
要
楊
寺
含
め
て
,
 
2
0
0
1
3
0
0
学
裡
壌
を
目
安
に
〕

ネ
最
後
に
実
除
に
そ
の
相
手
に
清
審
し
た
俳
句
〆
ツ
セ
ー
ジ
を
鬮
り
ま
す
,

掌
雪
の
て
び
き
1
 
二
非
(
〕
超
〔
〕
魯
丘
名

俳
句
に
託
し
た
メ
ツ
セ
ー
ジ
を
贈
ろ
う

●
肌
り
た
い
人
へ
の
伝
え
た
い
思
い
に
び
っ
た
り
の
句
玉
ん
で
工
章
享
輯
〕
に
し
,
〆
ツ
セ
ー
ジ
と
し
て

鮒
ろ
う

学
冨
の
逃
め
方
の
塁
・
3

Φ
偉
佃
票
め
る
の
は
ど
れ
が
先
で
も
い
い
で
す
.
白
分
が
や
り
や
,
い
周
各
で
.

,
冒
の
τ
び
き
コ
主
鼻
{

〕
岨
{
、
爵
氏
弔

曾
に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ろ
う

●
俳
句
ノ
ウ
セ
ー
ジ
妄
非
介
L
令
い
.
陛
買
L
よ
う
.

Φ
一
句
仁
託
L
て
牙
蜑
一

7
 
肘
り
た
い
一
句
・
昨
打

馴
凸
た
句

イ
畢
題
・
題
助

学
冒
苗
で
疉
瑳
し
た
と
き
Φ
抽
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
甥
塑
ニ
メ
ン
ト

ウ
心
ひ
か
れ
た
言
異
・
壬
れ
持
0
い
τ
の
蛤
恕
や
貴
え

エ
"
才
れ
た
仙
量
や
量
非
す
る
と
こ
ろ
・
作
新
の
卑
い
心
E
 
一
買
剥
で
契
る
〕

●
↓
咋
句
に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
学
腎
を
軒
え
て
の
皇
豊

一
自
分
白
身
の
作
晶
劃
U
や
仙
の
人
の
交
表
の
酷
買
L
た
二
と
に
つ
い
て
〕

偽
"
り
た
い
人
 
A
相
手
一

劇
伝
え
た
い
恩
い
の
中
心
否
専
一
.
訂
"
U
身
の
こ
と
巨
い
・
状
迅
史
千
の
人
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と

で
も
よ
い

一
よ
"

}
班
の
悼
句
メ
ウ
ヤ
↓
ジ
を
露
質
牛
る
話
し
含
い
1
共
馬
者
と
し
て
ー

訣
ま
う
た
佐
句
メ
ウ
セ
ー
ジ
の
作
宕

y
ン
パ
ー
{

一
よ
"

憧
句
と
切
の
作
者

一
上
り

こ
の
"
品
に
快
*
0
た
唯
歯

お茶の水女子火学附属巾学般紀要築嶋架(20M)

6 5

資料4(第1時)選句と構想シート

資料3(第 1時)

単元の流れ

資料5(第2時)メッセージのアウトライン

資料6(第3時):班での話し合いシート 資料7(第3・4時)コメント・感想シート
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俳
句
に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ろ
う

●
俳
句
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
合
い
、
鑑
賞
し
よ
う
。

学
習
班
で
の
鑑
賞
会
の
進
め
方
1
進
行
係
は
こ
の
手
順
で
。
う
ま
く
鑑
賞
会
を
進
め
よ
う
ー

時
問
通
り
に
進
行
で
き
る
よ
う
、
気
を
つ
け
よ
う
。

合
計
"
ー
フ
分

*
始
め
に
役
割
を
決
め
る
。

進
行
(
1
)
 
1
以
下
の
司
会
を
進
め
る
。

記
録
1
 
(
1
)
 
2
の
話
し
合
い
の
要
点
を
記
録

発
表
1
 
(
2
)
班
で
全
体
に
紹
介
す
る
作
品
を
発
表
す
る
。
〔
作
品
を
読
む
人
・
理
由
を
述
べ
る
人
)

*
班
の
中
で
誰
の
作
品
に
な
っ
て
も
こ
の
発
表
者
が
、
全
体
に
発
表
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
俳
句
手
紙
を
細
介
す
る
。
(
音
読
す
る
)
 
1
8
分

1

他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
共
感
者
の
視
点
で
聴
く
。

〔
自
分
が
も
ら
う
立
場
と
し
て
共
感
す
る
と
こ
ろ
は
)

一
人
の
人
が
発
表
を
終
え
時
点
で
必
ず
、
俳
句
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
害
・
贈
る
枢
手
等
に
つ
い
て

の
質
問
の
時
問
を
と
る
。

四
人
全
員
が
発
表
し
、
質
問
が
終
わ
っ
た
ら
、
コ
メ
ン
ト
用
紙
を
回
し
な
が
ら
他
の
人
の
感
想
を

需
く
。
(
コ
メ
ン
ト
を
禽
く
時
間
は
一
人
当
た
り
1
分
以
内
で
〕

2
,
作
品
に
つ
い
て
話
し
合
一
つ
。
ー
フ
分

・
次
の
^
や
書
い
た
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
の
い
い
と

こ
ろ
、
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
意
貝
を
出
し
貪
っ
。
<
批
雫
は
な
く
、
良
い
と
こ
ろ
に
焦
点
を
)

*
進
め
る
と
き
に
、
三
っ
の
観
点
ご
と
に
意
見
を
出
し
合
う
か
、
そ
の
人
の
作
品
ご
と
に
三
っ
の
観
点
に

つ
い
て
考
え
る
か
は
、
進
行
係
に
ま
か
せ
ま
す
。
班
で
話
L
合
い
や
す
い
よ
う
に
。

ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
良
さ
が
胡
り
、
も
ら
っ
た
人
は
擔
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
話
し
合
い
で
出
て
き
た

意
見
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
の
班
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
理
由
で
、
こ
の
作
品
を
ク
ラ
ス
み
ん
な
に
総
介

し
よ
う
と
い
う
も
の
を
決
め
る
。

3
.
全
体
発
表
の
準
甲
2
分

記
録
係
は
紹
介
す
る
作
品
の
俳
句
と
俳
句
の
作
者
を
掲
示
用
短
冊
に
需
く
。

発
表
宅
が
以
下
の
よ
う
な
形
で
発
畿
で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
る
。

δ
0
班
は
、
 
0
0
さ
ん
の
俳
句
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

購
る
俳
句
は
ー
ー
ー
ー
(
俳
句
の
作
者
〕
で
ー
ー
ー
ー
と
い
う
句
で
す
0
 
で
は
0
0
さ
ん
の
作
品
を

読
み
ま
す
。
」

作
品
を
読
ん
だ
後
、
自
分
た
ち
の
班
が
な
ぜ
こ
の
作
品
を
み
ん
な
に
紹
介
寸
る
の
か
理
由
を
述
べ
る
。

目
翫
た

具
令
ひ
マ
一
つ
ま
し

こ
の
作
品
に
決
ま
っ
た
理
由

「
く
ド

を
 
Y
ク
、
一
一
己
●
^
い
、
ケ
^
い
^
ド
、
^
^
て
い
ワ

^
劃
よ
く
^
,
て
ぃ
气
^
゛
^
 
L
^
^
ん
ヅ

、
、
を

よ
く

ハ
＼

π
 
C
 
畏
巾
0

マ

て

t

て
く
点

Ⅱ
ι
イ
.

内

r
、
.

し
て
 
7
(
門
ヒ
^
^
ち
"
よ

弐

、

水
煤
恕
科
子

,

例
省
と
右
、
仞
作
者

系
瓜
七
昂
ル
い
0
1
ー
ー
レ
タ
ワ
 
4
脚
芳
ビ
江
ト

こ
の
作
晶
に
決
ま
っ
た
理
由

ー
、
・
ん
四
^
い
吸
X
ル
,
n
"
,
ー
,
＼
生
レ
π

ア
ル
を
"
ハ
レ
杉
毛
t
な
く
 
y
r
伺
乎
＼
ド
向
φ
四
勺
ま
毛
角
元
1
U
1

討
ん
女
P
朋
い
乙
罪
レ
リ
乙
舟
た
だ
り
り
カ
互

牙
4
P
抑
,
る
威
八
釧
り
気
奨
f
7
毛
卜
r
v
1
 
上
 
P
N
"
フ
ー
ー
~
i
V
ひ

(
(

、
フ
コ

、
俳
句
と
句
の
作
者

資料8 (第3時)話し合いの進行の仕方

俳句により言語生活をW,かに

【生徒の作品】
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資料6の話し合いでシートの一部
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^
^
り
"
τ
、
^
?
リ
^
N
 
1

お
 
U
-
'
^
、
ヲ
千
ノ
ー
弓
苗
Υ
"
、
司
 
0
,
一

匂
し
、
、
ー

柱
、
田
ι
、
ハ

仙

X
、

Q
S
 
W
 
Y

1
X
y
1
U
 
、
a
 
1
 
〕
町
吋
迄
、
Y
邑

0
1
 
〕
ー
ー

、
U
 
ス

、
、

^
 
3
 
●
し
、
、
 
L
 
~
、
V
声
及
ス
、
、
、
 
U
 
ツ
)
t
 
W
 
ι
、
 
1
九
 
1

n

シ
▼
5
、
^
M
 
1
ぎ
^
 
U
 
ツ
、
、
、
町
1
 
良
 
U
 
W
ひ
、
^
半
Y
、
ι
y
'
^
)

,
V
.
ハ
別
 
1
k
、
、
ー
"
ヲ
ト
ー
上
師
1
T
 
1
 
む
ー
^
¥
》

ー
ー
劇
え
、
、
(
ハ
之
.
早
L
、
町
 
W
 
1
■
色
 
U
 
U
イ
畢
、
w
y
Y
 
d

ツ
鷲
1
ゞ
冨
凱
U
w
q
し
 
9
 
W
厶
訂
嘱
岼
田
9
W
 
い
百
U
1

S
 
V
泌
々
一

ツ
ェ
マ
y
y
'
U
ゞ
勢
1
究
1
 
氏
y
/

、
L

＼
吋
P
y
草

Q
、
エ
ー
b
ι
ψ
Y
4

}
少
1
ι
'

゛
ι
1
ー
ス
"
,
即
y
 
1
 
1
 
一
J
 
4
寄
 
3
ψ
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ー
ー
0
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"
y
 
1
1
 
弓
ン
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リ
 
4
 
イ
イ
邑
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乍
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一
品
釘
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ξ
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4
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ι
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W
 
N
 
1
御
枯
、
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ψ
^
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、
W
 
Y
イ
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"
金
 
0
ι
ψ
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ハ
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π
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以
レ
ι
t
,
コ
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'
Y
/
!
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勺
ー
ナ
ひ
謬
"
呼
 
4
 
W
o
j
1
い
レ
ι
リ
ー
都

y
ψ
弓
¥
以
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■
,
t
o
Y
ノ
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別
1
叫
,
ひ
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1
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、
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リ
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^
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コ
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N
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"
耳
メ
ー
玉
W
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.
1
 
ψ
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、
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X
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"
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^
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^
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イ
讓
,
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郵
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締
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目
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T
.
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"
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イ
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1
 
U
 
訟
旦
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△
^
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、
、

、
斗
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い
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Ⅶ
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0
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之
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矧
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0
 
(
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江
)
是
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0
 
鰍
之
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一
オ
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1 考察

生徒たちの「学習を終えての感想1(資料7の最後)を紹介し、分析することでこの授業の考察を

していきたい。

(D 生徒の感想抜粋

選句と作品作りについて

珍蓬懇齢工毎ヨ鰹滋ア語禽籍鄭,思いを重ねて文を作るということは、とても新鮮で難Lくもあり楽しくも

あった。

イ句を添えることで普段は恥ずかしくて、正面から言えないようなことでも伝えることができたと

思います。

他の人の作品を鑑賞して

捜讐妾趣鰹太畿欝談羨獄蕉当に相手への思、いがこもっていて実際にもらう立場でないのに開いていてう

れしかった。

工色々な人が家族に日頃の兎埼酎をしたためていてあたたかい気持ちになった。

オ様々な人の述う一面を見ることができました。

俳句の持つ力について

弼塑轡熊懸滋1慈祭簸競うまく伝わらないことが俳句の力を惜勺ることで、相手に伝えられることもあ

るのかと知ることができました。

キ俳句が手剤Uこ入るだけで手紙そのものが味わい深くなり、思いの伝わり方も大きく述うことに驚

きました。

ク昔は、句や歌(和歌)だけを相手に贈ることで気持ちが通じ合っていたと思うと日本語には奥深

さや味があるなと感じた。

ケ俳句手冠Uよ暑中お見舞いなどのあいさつにもぴったりだと,思います。

コ同じ句でも贈る人や立場が述うと、全然述った印象になるので面当いと思いました0

この単元学習全体について

茨籍潤鯵簣穿武誕耀琴星羨入れ替えて前に進んでいこうとすることができたので心に残る授業でし

た。

シ共感できる句をも0と探してその句をポストカードに書いたりして人に贈りたいと思った。とて

も楽Lし寸受業だった。

スいつか手紙を送る暢Hこ、ーつ気に入った句を添えてみたいと思います。

帰国生の感糾1二人の生徒の全文抜粋)

泌罷鯏武鶴彰癒尋三醗●1製琴i夢鴛獣ξ滋瀞誤斑禽えない索直な気持ちが手紙で送れるなと感じました0 どの

人も思い出を大切にして一語一語ていねいにとらえていてどの人もあたたかい手紙だと感じまし

た。おじいちゃん、おぱあちゃんにこの俳句にたくしたメッセージが伝わるといいです。俳句を

深く鑑賞してやっぱり俳句はいいなと改めて思いました。

ソクラスのみんなが発表したものは、全部向分自身の気持ちの岳部旦の仕方がとても上手だと思いま

した。私ももっとその表現が上手にできたらと良かったと'思います。けれどストレートに古いた

分私の気持ちと感謝の気持ちが伝わると思いました。またみんなのメツセージも心暖まるものぱ

かりでした。夏休み前にこれを轡《ことできて良か0たです。とても楽しか0たです0

V 考察と課題

俳句により詣語生活を豊かに
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(2)老察と成果

国語の力の優劣を超えて作品作りを楽しみ、亙いの作品を鑑賞してほしいという願いであったこの

単元に対して、生徒逹の活動の様子や授業後の感想の中に、教師が如Ⅱ寺してぃた以上のものが見られ
た。

この単元金体のねらいのーつである「伝えたい思いとそれに合う俳句を探す」という作業が生徒に

とって一番鄭ルいと感じたようであった(生徒の感想ア)が、明確な目的や相手に向かって、必然性

のある少し挑戦しなけれぱならない課題や学習活動であれば、生徒は意欲的に活動し充実感や達成感

を得て、学ぶ楽しみを味合うことができるのだということがわかる(生徒の感想サ・シ)。

ねらいの二っ目の「俳句メツセージを沓く」、「鑑賞会で交流する」ことにっいては、普段見られな

いような生徒の一面や優しさが伺えるような素直な気持ちを作品に表現してくれてぃることや、グ

ループの作品や他のグループの作品を鑑賞する際にも、互いが、それぞれの作品を販重し、真剣にあ

たたかく受け止めている様子も印象的だった。(生徒の感恕、イ~オ)各グループが選んだ理由も作品

の優劣を超え、人閻としての心の部分を大切にしているものであって、私自身、生徒の鑑賞会を見て

いてあたたかい気持ちになった。

俳句の持っ機能を活かし、笑生活にっなぎ、役立てていこうとする学習の発展が見られたり、(生

徒の感想、シ・ス)特に教師自身は触れたことでもなかったのに、生徒際身が俳句の特性に気づき、そ

の木質的なこと一省略され凝縮された文学・挨拶の言葉・句の受け止め方に幅と奥行きがあるなどー

に自ら言及したりなど(生徒の感想抜粋の力~コ)は予想以上のことだった。生徒自身の主体的で探

求的な学びでは、教師が前に立って説明しなくても、生徒自身が向ら学んでぃけることがあるという

ことを実感できた。夏休み明けに、送った俳句手紙に返事をもらった生徒が、私のところにもってき

て見せてくれるという微笑ましい姿も見られ、学習したことが、庁常生活にも広がりを見せてぃるこ

とを感じた。

(3)課題

木単元の第3時のメインの活動であるグループでの話し合い活動としては、他の人の鑑賞をしっか

りとし、感想や考えを述べるという点で、活発に話し合っていたグループが多かったが、「贈る相手
...

により伝えたい思いが伝わり、共感できる俳句乎痢匂という視点で鑑賞を深めるための話し合いとし

ては十分とは言えなかった。その解決策として、話し合いの時冏が十分とれるよう時開配分を検討す

ること、話し合い中に轡く作業に気をとられないよう鶏K ・話すの活動のバランスをうまく考えるこ

と、進行役の力量によって話し合いの状況が異なるので、「話し合いを進行する力j を育てること、

鑑賀を深めるための話し合いの観点をより明科創こし、グループによって話し合いの深まるポイントに

なるような投げかけをタイミングよく教師が行うことなどが挙げられる。

今測の単元そのもの内容と実施に関して検討すべきこととして、二っ考えられる。ーつは、 3年問

続けて持った集団であるため、 2年生の時から継続的に長期に渡って俳句に関わる学習をやってきた

という素地や環境があったことが本単元が実施できたことのーつの条件になってぃる。しかし、もし

もこうした環嶢でない場合、このような単元学習を実施して成果が期待できるかというところが疑問

となるところである。これは、この実践を他校の先生に話したときに投げかけられた疑問でもあった。

常に教師が3年問や2年闇続けて同じ集団を持っことができるとは限らない。3年生で初めて持っこ

ともある。俳句に関してほとんど素地がないときに、こうした単元を試みた場合に、成果をあげるに

はどうしたらいいかという課題である。二っ目は、俳句には季語があり季節があるため、それを無視
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できないということである。つまり伝えたい思いにぴクたりの句が見っかった場合、それが今のその

時期のものであれぱ、すぐに送ること、相手に渡すことができるが、違う場合、その季節までは送れ

ないということになってしまう。季節にあって、しかも伝えたい気持ちにぴったりという二っの条件

を満たすものを見っけることはさらにハードルが高い。今同はとにかく伝えたい気持ちに合うもので

あれば、今の時節の句でなくも良いことにしたが、本来は、それは俳句の扱いとして不適切なわけで

その部分をうまく解決していや必要がある。

さらに俳句の軸となる季語は「風土や文化に裏付けされた言葉の宝可Uであり、それを修めているΠ歪

時記」をもっと生徒にとって身近なものにし、活用していけるように取り組んでいきたいと考えてい

る。それは生徒たちの言葉の感覚をより豊かにし、俳句の鑑賞をさらに深めていくことにも役立っは

ずである。

卒業式の卒業生代表の剛'辞の中に、入学当時を振り返ったときと今の思いを述べた生徒自身の作0

た二つの句が入っていた。

入学や服も期待も大きくて

巣立ちの日涙でかすむ青い空

国語の授業ではない日常生活の'やで、その場に適した挨拶の句がすんなりと詠めるところは俳句への

取り線みの成果の表れともいえる。

「言葉感覚の幅と奥行きを広げ、言語生活を豊かにしていくこと」や「国語の力の優劣を超えて」

表現したり鑑賞したりということを願って取り組んできたが、必要な時であれぱ、その鵬イ戻や場に応

じた俳句が作れるという力がっいていることや、3年生のこの単元で、生徒達が充突感を持0て終え

てくれたこと、帰国生のヰ乢こも「俳句はいいな」と感じてくれたり、「これを審《ことができてよかっ

たです」という言菜が出てきていることに、意奨を感じている。

こうしたことが、日常の生活の中で実際に活用しようという姿勢にっながったり、将来速汁t大学'

成人となって、どこかでまた俳句と出会った時に、制ゾ田と関わっていく力につながっていくことを信

じたい。中学生で充実した学習体.験を持ったことは、将来的にそれに関わることにプラスの印象を持

つであろうし、何より「抵抗感」も薄らぐであろう。それがいわゆる「生涯学習」にもつなが0てい

くきっかけにもなるのではないかと思0ている。向分自身、学生時代に句作と出会ったことで、現在

で、ささやかながら句作を続け、それが思い出のスナップ写真がわりとなている。作った句を見れぱ

そのときの恬景が鮮やかに蕉るし、頭の中で流・七・五を考えることによって様々な出来小・や情禁を

客観的な視点で眺めてぃる自分に気付'くこともある。そうしたことが、虞分の生活をより豊かなもの

にしてくれてぃることを実感する。少しでも多くの生徒たちが将来、岡じようなこと売感じてくれれ

ばとも願っている。

これからもより多くの生徒が「新1羊・楽しい・心に残る」という充実感を感じる学習の場をつくっ

てぃけるように取り組み続けていきたい。

終わりに

俳句により詣語生、恬を豊かに

Ⅵ
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